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「宇宙活動法の見直しの基本的方向性 最終とりまとめ」（令和７年12月９日）
宇宙政策委員会 宇宙活動法の見直しに関する小委員会 宇宙活動法改正ワーキンググループ※下線は事務局にて記載



有人

サブ
オービタル

サブ
オービタル

オービタル
（＋以遠）

オービタル
（＋以遠）

宇宙輸送

無人

【現状認識】
・日本企業が開発する有人宇宙輸送機の打上げは2030年代（2030年代早期実現を目指す企業あり）。
・米シエラスペースのドリームチェイサーは開発中で、大分空港着陸は無人機の想定。有人機の打上げ時期は未定。
・米国の有人宇宙輸送機の日本からの打上げは現時点では想定されていない。

2026.1.15
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ASCA2(2030年代早期)*

ペガサス(2030年代)*

(米)シエラスペース

ASCA1.1 ASCA1.2

PDAS-X07 PDAS-X09

我が国において、打上げを行う者の関係者としてリスクを承知し一定の訓練された者のみが搭乗する
有人輸送が想定されるところ、このような輸送形態として求められる対応を検討すべき。

Dream Chaser

2030年代に実施が見込まれる訓練された者のみが搭乗する実証を可能とする審査基準などの検討を進める前段階
として、まずは宇宙輸送小委員会を活用し、対象とするユースケースやサービスシナリオや、公共の安全確保、搭乗
者安全に関する知見の蓄積を目指した調査検討、国内外の開発動向等の確認を進める。

有人輸送に係る現状認識と検討の方向性

将来宇宙輸送システム

PDエアロスペース

スペースウォーカー NagaTomo(2030年代)*

Dream Chaser(時期未定)

*各社が有人に取り組む最初の機体を例示
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①スペースワン ②インターステラテクノロジズ ⑥PDエアロスぺ―ス⑤スペースウォーカー ⑦AstroX④将来宇宙輸送システム③本田技術研究所

No. 企業名（設立年、従業員数、主要株主等） ロケット名称 打上げ能力 実用化予定年 射場 その他

1 スペースワン（2018年）
（従業員数：不開示、代表取締役社長：豊
田正和、キヤノン電子、IHIエアロスペース、
清水建設等）

カイロス
(現行型)

150kg
(太陽同期軌道) 初号機及び２

号機を2024年
に打上げ実施

和歌山県
串本町

• 2024年3月に初号機、12月に２号機の打上げを実施
• 2026年2月25日予定の3号機打上にむけて準備中
• 自社保有のロケット発射場からの打上げを行うカイロス

(増強型)
250kg

(太陽同期軌道)
2 インターステラテクノロジズ（2013年）

（306名(業務委託・派遣含む)、代表取締役
CEO：稲川貴大、ウーブン・バイ・トヨタ、丸紅、
NTTドコモ、SBIグループ、三井住友銀行等）

MOMO 30kg (弾道飛行) 2017年～

北海道大樹町

• 観測ロケット。7機の打上げ実績を有する

ZERO ～1000kg  (低軌
道) 2026年度以降 • 小型衛星打上げ用ロケット。初号機打ち上げに向けて開発中。

DECA 10トン (低軌道) 2030年代 • 再使用型ロケット（構想段階）

3 本田技術研究所
未定

サブオービタル
軌道への到達

2029年 未定
我が国の民間企業としては初となる再使用型ロケットの離着陸実験
に成功。 (於：北海道大樹町）

4 将来宇宙輸送システム（2022年）
（114名、代表取締役：畑田康二郎、イン
キュベイトファンド等）

ASCA 1* 100kg級(低軌道) 2027年以降

北海道大樹町
（検討中）

• 再使用型ロケット。エンジンは荏原製作所やSUIHO SPACE 
INNOVATIONS等と連携して国内開発。

• 2030年代早期に有人宇宙輸送を目指す
*ASCA 1：アスカ・ワン

ASCA 2 有人輸送 2030年代早期

ASCA 3 有人輸送
（搭乗者50名）

2040年

5 スペースウォーカー（2017年）
（30名、代表取締役CEO：増田和也、リアライズ
グループ、JAXA、JALUX ※JALグループ等）（東
京理科大発スタートアップ）

NagaTomo 有人輸送
(搭乗者8名) 2030年代

北海道大樹町
（検討中）

• 再使用型スペースプレーン（サブオービタル、高度120km）による
宇宙旅行の実現

未定 未定 2040年代 未定 • 高速二地点間輸送(オービタル)を目指す

6 PDエアロスペース（2007年）
（16名、代表取締役CEO：緒川修治、ANA、
HIS、豊田通商等）

PDAS-X07 100kg(弾道飛行) 2027年
沖縄県

下地島空港

• 2023年に無人中型固定翼機の飛行実証を実施
• 2024年にジェット/ロケット切替エンジンの作動実証を達成

PDAS-X09 ～300kg(低軌道) 2031年
• 2030年代にスペースプレーン(単段式有翼宇宙往還機)による無
人および有人宇宙輸送を目指すペガサス

有人輸送
(搭乗者8名) 2030年代

7 AstroX（2022年）
（40名 (業務委託・派遣含む)、代表取締
役CEO：小田翔武、ALPHA、ICJ、三菱
UFJキャピタル、ニッセイキャピタル等）

FOX 10kg (弾道飛行) 2026年度
福島県

南相馬市や
洋上打上げ

• Rockoon方式によるハイブリッドロケット打上げを計画
• 2026年度にサブオービタル飛行、2029年度に人工衛星の軌道
投入を行い、2030年代前半に高頻度打上げ (年間50回) を目指
す

AstroX 
Orbital

～100kg
(低軌道) 2029年度

我が国における民間ロケットのラインナップ（2026年1月時点）

5

赤色は有人関係



日本企業が開発する有人輸送機・実現時期
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北海道
大樹町

（検討中）

（代表取締役：畑田康二郎、ファンド等） （CEO：増田 和也、東京理科大発ベンチャー）

（CEO：緒川修治、ANA、HIS等）

• 再使用型ロケットを利用。2030年代早期に有人宇宙輸送を
目指す（ASCA２）。

• 2030年代に宇宙飛行（サブオービタル、高度120km）
を予定。

• 2040年代に高速二地点間輸送を目指す。

• 2030年代にスペースプレーン(有翼宇宙往還機)による無人
および有人宇宙輸送を目指す。

沖縄県
下地島空港

北海道
大樹町

（検討中）

将来宇宙輸送システム スペースウォーカー

PDエアロスペース



宇宙戦略基金（第二期）
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宇宙戦略基金による研究開発

（https://fund.jaxa.jp/techlist/theme2_7/より）

https://fund.jaxa.jp/techlist/theme2_7/


海外の有人宇宙輸送機・宇宙ステーションの状況
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 有人宇宙飛行に成功している国は、米国、中国、ロシアのみ。
※月への輸送は1969年のアポロ。米国アルテミス計画では2027年以降に人を月に送る計画。

 現在は、米国の民間企業により、有人宇宙輸送機の開発が進められている。
例：宇宙旅行：ブルーオリジン 軌道（ISS）：スペースX、シエラスペース他 火星向け宇宙船：スペースX

主な有人輸送機

主な宇宙ステーション• スペースX：「スターシップ」：開発中。
火星向け宇宙船。11回の試験飛行

• ブルーオリジン：「ニューシェパード」：サブ
オービタル軌道の宇宙旅行を実現。

• 国際宇宙ステーション（ISS）：米国、ロシア、
欧州、カナダ、日本による共同プロジェクト。15
か国参加（2030年頃退役予定）

• 中国独自の宇宙ステーション「天宮」2021年か
ら運用中。

• 米国Vast社「ヘイブン」：商業宇宙ステーション。
開発中。

• シエラスペース：「ドリームチェイサー」：
2026年末の打上げを目指す。ISSへ
の物資輸送、２点間の宇宙輸送サー
ビスの提供が想定。

• 中国宇宙ステーション向け宇宙船「神舟」

• ブルーオリジン：「ブルームーン」：開
発中。アルテミス計画における有人月
面着陸船を開発。

• ボーイング：「スターライナー」：開発中。
2026年4月に無人テスト飛行が予定。

• スペースX：「クルードラゴン」：国際宇宙
ステーション（ISS）への有人輸送を担う
（ISSへ48回） • 露ソユーズ（1967年～。国際宇宙ステーショ

ンへの輸送手段として利用）

• 米国アクシオムスペース社「HAB」：商業宇宙ス
テーション。開発中。

（各社・組織のWebサイトの情報により内閣府作成）

©SpaceX

©Blue Origin

©SpaceX

©Bowing

©Sierra Space

©Blue Origin

©Roscosmos

©Axiom Space

©Vast



スペースX
 スペースXは、2002年にイーロン・マスクによって設立された民間企業。

・宇宙輸送サービスプロバイダ
・衛星インターネットアクセスプロバイダ

 宇宙輸送システムについて、
・再使用可能ロケット（ファルコン９、スターシップ、スーパーヘビー）
・有人宇宙船（クルードラゴン、スターシップ、スーパーヘビー）

を開発し、宇宙輸送サービスを提供。

このほか通信衛星網を構築し
衛星インターネットサービス「スターリンク」を世界で提供

（Wikipedia等より作成）8300基の通信を低軌道上に打ち上げ（2025年9月時点）
スターシップ/スーパーヘビー
（超大型ロケット（開発中））

クルードラゴン
（有人宇宙船）

ファルコン９
（大型ロケット（運用中））

ファルコンヘビー
（大型ロケット（運用中））

【スペースXが提供する宇宙輸送システム】

スターリンク衛星

スターリンク衛星の様子

（スペースX等のWebサイトの情報により内閣府作成）

©SpaceX ©SpaceX ©SpaceX ©SpaceX

https://satellitemap.space/#
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ブルーオリジン

（https://www.blueorigin.com/ja-JP/about-blueより内閣府作成）

月面着陸船再使用ロケット有人宇宙船

宇宙ステーション ロケットエンジン 宇宙移動システム
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 ブルーオリジン は、Amazon.comの設立者であるジェフ・ベゾスが2000年に設立
した航空宇宙企業

 米国ワシントン州ケントに本社
ロケット開発・打ち上げはテキサス州
・宇宙輸送サービスプロバイダ
・衛星インターネットアクセスプロバイダ(予定)

 宇宙輸送システムを開発・サービスを提供
・再使用可能ロケット（ニューグレン）
・宇宙旅行用宇宙船（ニューシェパード）
・月面有人着陸船（ブルームーン）
・民間宇宙ステーション（オービタルリーフ）
※他社へのロケットエンジン提供なども実施

【ニューグレンロケット】
 概要：全長98m 2段式ロケット

（1段目は再使用型）
 打上げ能力：LEO 45トン、GEO 16トン
 燃料：液体メタン/液体酸素（LOX）
 射場：フロリダ州ケープカナベラル空軍基地

（LC36）
 実績：2/2

・1回目（2025年1月）はペイロードの軌道投入に成功。1段目ロケット
の回収失敗

・2回目（2025年11月）はペイロード（NASA火星探査機
ESCAPADE）の軌道投入と1段目ロケットの洋上回収に成功。

2回目の打上げ回収時の模様
（回収船への着陸成功）

©Blue Origin

©Blue Origin ©Blue Origin ©Blue Origin

©Blue Origin©Blue Origin©Blue Origin

https://www.blueorigin.com/ja-JP/about-blue
https://www.blueorigin.com/ja-JP/about-blue
https://www.blueorigin.com/ja-JP/about-blue
https://www.blueorigin.com/ja-JP/about-blue
https://www.blueorigin.com/ja-JP/about-blue


シエラ・スペース社
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（ドリームチェイサー“Tenacity”）

• 2026年後半に初の打上げを目指す（ロケットはULAのヴァル
カンロケットを使用予定） 2017年に地上での滑空試験、
2024年にNASAの振動試験をクリア。

• 当初予定していたNASAとの契約ISSへの物資輸送（7回）
の契約が見直しが発表（2025年9月）。

ドリームチェイサー（宇宙機）

（https://www.sierraspace.com/dream-chaser-spaceplane/uncrewed-cargo-spacecraft/などを参考に内閣府作成）

（宇宙ステーションモジュール“LIFE®”）

宇宙ステーションモジュール

・直径8m、3階建て規模の宇宙ステーションモジュール
“LIFE“を開発。NASAでの認証試験をクリア。
・軌道上で膨張すると鋼鉄よりも強度が高くなる
Vectran 織物で作られた膨張式圧力シェル。宇宙での
半導体製造から製薬分野の微小重力研究など、微小重
力環境の恩恵を受ける実験等の環境を提供。

 シエラ・スペース社は、衛星・宇宙機のコンポ―ネットの開発や宇宙機や宇宙ステーションモジュールの
開発を実施中。

 宇宙機“Dream Chaser”は、ISSへの物資輸送機として2006年より開発開始。2026年後半
に初の打上げを目指す。

 大分空港をDream Chaserのアジア拠点として活用することを目指し、大分県、兼松、JAL等と
パートナーシップを締結（2022年）

©Sierra Space
©Sierra Space

https://www.sierraspace.com/dream-chaser-spaceplane/uncrewed-cargo-spacecraft/
https://www.sierraspace.com/dream-chaser-spaceplane/uncrewed-cargo-spacecraft/
https://www.sierraspace.com/dream-chaser-spaceplane/uncrewed-cargo-spacecraft/
https://www.sierraspace.com/dream-chaser-spaceplane/uncrewed-cargo-spacecraft/
https://www.sierraspace.com/dream-chaser-spaceplane/uncrewed-cargo-spacecraft/
https://www.sierraspace.com/dream-chaser-spaceplane/uncrewed-cargo-spacecraft/
https://www.sierraspace.com/dream-chaser-spaceplane/uncrewed-cargo-spacecraft/
https://www.sierraspace.com/dream-chaser-spaceplane/uncrewed-cargo-spacecraft/
https://www.sierraspace.com/dream-chaser-spaceplane/uncrewed-cargo-spacecraft/


ヴァージン・ギャランティック社
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宇宙機と母船（有翼機）

 ヴァージン・ギャランティック社は、 2004年に設立（米国ニューメキシコ州）された宇宙旅行事業を
行う企業。

 機体は親機（ジェット機）と子機（宇宙機）からなる水平離陸型の機体。宇宙機は高度約80-
100kmまでのサブオービタル飛行を行う。2021年7月にパイロット以外の最大３人の乗客を乗せ
た有人宇宙飛行を実施（高度80kmに到達し、3分間の無重力体験を提供）。これまでに合計7回の商業宇
宙飛行に成功（2024年6月）

 現在、2026年のフライトを目指し、6人乗りの新型機体Delta Classを開発中。

宇宙機VSS Unity（2号機）

•ニューメキシコ州シエラ群にあ
る水平着陸型滑走路及び垂
直打上げ射点を有する商業
宇宙港（2011年～）
•ヴァージンギャランティック等の
複数の航空宇宙企業が開
発・打上げ等で活用。

宇宙港

スペースポートアメリカ

輸送機ホワイトナイトツーと宇宙機

・双胴機。中央に宇宙機を
搭載し上空まで輸送。

・ハイブリッドロケットエンジンを搭載。
上空約80km-100kmサブオービタ
ル弾道飛行を行い、宇宙飛行体験
を提供。これまでに、7回の商業宇宙
飛行に成功。
・2021年に45万ドル/人を発表。
・2023年6月より宇宙旅行の商業
飛行を開始し、約800人が予約。

・現在、2026年のフライトを目指し、6人乗りの新型機体Delta Class
を開発中
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